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梯子事故を“体感”で学ぶ。実災害挙動を再現する訓練プラットフォーム
特許第6930222号梯子昇降体験装置名称

従来は梯子作業特有の「倒れ」「上部の滑り」「下部の滑り」「沈下」などの災害を実感的に学
ぶ手段が乏しかった。本発明は、梯子を実際に動かして危険状態を疑似再現することで、災害発
生の原因やプロセスを体感的に理解させ、梯子作業時の安全意識と危険予知能力を向上させるこ
とを目的とする。

発明の目的

作業者は梯子の不安定な挙動を安全な環境で体験できるため、転倒や滑落事故につながる危険行
動を自ら学ぶことができる。座学では伝わりにくい危険性を身体で理解できることから、災害防
止意識の向上や危険察知力・回避行動の定着に大きく貢献する。

導入のメリット

上部・下部の駆動装置を独立制御し、梯子の倒れ、上部の滑り、下部の滑り、沈下といった実際
の災害挙動をリアルに再現できる点が最大の特徴。さらに移動方向や速度を制御できるため、多
様な危険シナリオを再現可能で、実践的かつ効果的な安全教育を実現する。

アピール内容
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 ■ 技術概要 

■ 現場課題 

■ 解決手段（技術の特徴） 

■ 想定適用先・市場 

■ パートナー企業 

■ 活用イメージ 

安全を「知る」から「体感する」へ。事故ゼロの現場づくりを支援します。 

 安全教育事業者・研修機関 
 研修設備メーカー 
 建設会社・ゼネコン 
 電力会社・インフラ事業者 
 

 当事者視点での危険体験が可能 
 座学では得られない“気づき”を提供  
 実災害に近い挙動で理解が深まる 
 繰り返し体験により学習効果が向上 

→ 安全行動の実践力を強化 

 建設会社・工事業者 
 電力会社・発電事業者  
 プラント・石油化学事業者 
 設備保守・点検会社 

→ 安全教育機関・研修センター 

 上下独立駆動 
 二軸変位制御 
 倒れ挙動の再現 
 滑り・沈下の再現 

 梯子事故は重大災害の主要因 
 転倒・滑り・沈下による事故が多発 
 座学や紙資料だけでは危険性を実感しにくい 

 

 梯子の上側・下側を複数の駆動装
置で制御し、実際の災害時に近い
挙動を再現する体験訓練装置。 

 エアシリンダ駆動により、X・Y方
向へ梯子を変位させ、転倒・滑
り・沈下を安全に体験。 

 受講者自身が危険挙動を体感する
ことで、危険予知能力と安全意識
の向上に貢献。  
 

梯子事故を“体感”で学ぶ。実災害挙動を再現する訓練プラットフォーム。（特許第6930222号） 
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